


 

三 

深
層
心
理
学
と
科
学
的
夢
研
究 

 

五 

ア
ル
テ
ミ
ド
ロ
ス
の
『
夢
判
断
』 

『
人
は
な
ぜ
夢
を
見
る
の
か

―
夢
科
学
四
千
年
の
問
い
と
答
え
』 

第
４
章 

も
う
一
つ
の
夢
の
現
代
科
学

―
シ
リ
ー
ズ
分
析
と
内
容
分
析 

第
２
章 

レ
ム
睡
眠
の
発
見

ー
夢
の
現
代
科
学
の
は
じ
ま
り 

一 

深
層
心
理
学
的
な
夢
研
究
の
問
題
点 

二 

レ
ム
睡
眠
の
発
見 

三 

睡
眠
の
諸
段
階 

四 

レ
ム
睡
眠
の
発
見
で
分
か
っ
た
こ
と 

五
「
邯
鄲
一
炊
の
夢
」
の
故
事
は
本
当
か
？ 

第
２
章 

フ
ロ
イ
ト
と
ユ
ン
グ

ー
深
層
心
理
学
の
時
代 

第
１
章 

『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
に
始
ま
る 

一 

世
界
最
古
の
叙
事
詩
と
夢
判
断 

二 

エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ
の
夢 

三 

『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』（
婆
羅
門
奥
義
書
）
と
第
四
の
意
識
状
態 

四 

荘
子
の
胡
蝶
の
夢 

目
次 

序
章 

映
画
『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
の
問
い

ー
付 

本
書
の
構
成 

 

七 

夢
研
究
の
三
大
先
駆
者 

二 

ユ
ン
グ
と
深
層
心
理
学
の
発
展 

六 

近
代
の
夢
研
究 

一 

ホ
ー
ル
の
日
常
夢
の
研
究 

一 

フ
ロ
イ
ト
と
『
夢
判
断
』 

ユ
ン
グ
が
フ
ロ
イ
ト
と
の
船
旅
で
見
た
夢
＼
元
型
と
集
合
的
無
意
識
＼
ユ
ン
グ
心
理
学
の
人
気
と
評

価
＼
ユ
ン
グ
の
夢
解
釈
法
―
―
問
題
の
提
起
と
解
決
と
し
て
の
夢
＼
意
識
の
知
恵
よ
り
深
い
無
意
識

の
知
恵 

フ
ロ
イ
ト
の
「
症
例
ド
ラ
」
＼
フ
ロ
イ
ト
の
夢
理
論
―
―
願
望
充
足
説
＼
夢
の
言
語
と
夢
の
源
泉
＼
夢

の
性
的
象
徴
説
＼
神
話
は
民
族
が
見
る
夢
で
あ
る 

渡
辺
恒
夫
著
、
化
学
同
人
、
二
〇
一
〇 
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三 

進
化
心
理
学
の
登
場 

 

四 

夢
に
記
憶
が
再
現
さ
れ
る
の
は
一
週
間
か
か
る
の
か 

第
８
章 

夢
の
進
化
理
論 

第
６
章 

レ
ム
睡
眠
の
機
能

―
記
憶
の
整
理
？ 

第
５
章 

夢
に
は
な
ん
の
意
味
も
な
い
？

―
レ
ム
睡
眠
の
仕
組
み
と
夢
の
脳
生
理
学
的
な
モ
デ
ル 

７ 

第
７
章 

夢
と
記
憶

―
夢
の
源
泉
は
前
日
の
記
憶
か 

一 

ラ
ッ
ト
は
迷
路
学
習
の
夢
を
見
る
か
？ 

二 

夢
の
源
泉
は
前
日
の
記
憶
か
？ 

三 

夢
は
過
去
記
憶
の
再
現
で
は
な
く
未
来
へ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る 

 

一 

夢
と
レ
ム
睡
眠
の
機
能
に
関
す
る
一
九
八
七
年
時
の
四
つ
の
主
要
学
説 

 

五 

記
憶
に
も
色
ん
な
種
類
が
あ
る 

七 

夢
の
統
計
学
的
研
究
か
ら
夢
の
進
化
理
論
へ 

三 

夢
の
内
容
分
析
と
夢
の
認
知
的
理
論 

五 

お
わ
り
に

ー
次
章
へ
の
橋
渡
し 

五 

内
容
分
析
の
諸
相
（
二
）
―
―
衝
動
・
禁
止
・
罰
お
よ
び
、
問
題
と
葛
藤 

二 

夢
の
「
自
然
な
」
機
能
と
「
発
明
さ
れ
た
」
機
能 

二 

夢
の
シ
リ
ー
ズ
分
析 

六 

人
格
の
深
層
を
理
解
す
る
た
め
の
夢
解
釈 

一 

夢
の
有
用
な
機
能
を
発
見
で
き
な
い
、
認
知
神
経
科
学
と
い
う
名
の
現
代
科
学 

四 

夢
見
の
進
化
に
と
っ
て
の
進
化
的
適
応
環
境
と
は 

四 
内
容
分
析
の
諸
相
（
一
）
―
―
舞
台
設
定
・
自
己
役
割
・
登
場
人
物 

一 

ジ
ュ
ヴ
ェ
に
よ
る
動
物
で
の
レ
ム
睡
眠
メ
カ
ニ
ズ
ム
研
究
と
Ｐ
Ｇ
Ｏ
波
の
発
見 

三 

レ
ム
睡
眠
中
に
ラ
ッ
ト
の
海
馬
が
学
習
を
リ
プ
レ
イ
す
る
？ 

三 

夢
は
な
ん
の
役
に
も
立
た
な
い
ど
こ
ろ
か
、
夢
解
釈
は
有
害
？ 

二 

レ
ム
睡
眠
が
記
憶
を
整
理
す
る 

二 

ホ
ブ
ソ
ン
の
心
脳
空
間
モ
デ
ル
（
Ａ
（
活
性
化
）・
Ｉ
（
入
力
情
報
源
）
・
Ｍ
（
モ
ー
ド
）） 

六 

睡
眠
に
記
憶
の
固
定
・
向
上
の
効
果
が
あ
る
の
は
か
な
り
確
か
ら
し
い 

四 

レ
ム
睡
眠
は
私
た
ち
の
記
憶
を
助
け
る
か 

ジ
ュ
ヴ
ェ
の
科
学
小
説
『
夢
の
城
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
＼
夢
に
記
憶
が
再
現
さ
れ
る
の
に
翌
日
と
七
日
後

の
二
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
と
い
う
調
査
結
果 
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五 

夢
は
脅
威
的
状
況
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
理
論 

 
 

夢
の
経
験
は
無
秩
序
で
な
く
、
組
織
立
っ
て
い
る
＼
の
経
験
は
脅
威
的
状
況
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

特
殊
化
さ
れ
て
い
る
＼
夢
の
内
容
は
現
代
の
環
境
よ
り
人
類
の
太
古
の
進
化
的
適
応
環
境
を
反
映
し

て
い
る
＼
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
活
性
化
さ
せ
る
の
は
現
実
の
体
験
で
あ
る
＼
夢
見
の
機

構
と
そ
の
誤
作
動
＼
夢
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
効
果
を
も
た
ら
す
か 

六 

本
章
の
ま
と
め
と
次
章
の
予
告 

第
９
章 

明
晰
夢
と
自
己
意
識
の
誕
生 

一 

映
画
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
再
訪

―
こ
の
世
は
夢
で
は
な
い
か
と
言
う
疑
い 

二 

明
晰
夢
と
は
な
に
か 

三 

明
晰
夢
の
検
証
実
験
に
成
功
す
る 

四 

明
晰
夢
を
見
や
す
い
人
々 

五 

明
晰
夢
の
役
立
て
方 

六 

自
己
意
識
の
発
生 

七 

明
晰
夢
と
自
我
体
験 

八 

こ
の
世
は
夢
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
と
明
晰
夢 

終
章 

夢
の
現
象
学 

一 

夢
を
「
世
界
」
と
し
て
内
側
か
ら
観
察
し
て
そ
の
法
則
を
探
る
に
は 

二 

現
実
世
界
の
生
き
ら
れ
る
時
間
構
造 

三 

夢
世
界
の
現
象
学
的
構
造
（
１
）

―
仮
定
法
未
来
が
な
い
？ 

四 

夢
世
界
の
現
象
学
的
構
造
（
２
）

―
過
去
形
も
な
い 

 

五 

夢
世
界
の
現
象
学
的
構
造
（
３
）

―
反
事
実
的
条
件
法
が
な
い 

 

六 

仮
定
法
が
な
い
と
い
う
夢
世
界
の
構
造
に
よ
っ
て
願
望
充
足
説
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
説
を
理
解
す 

 

る 

 

七 

夢
世
界
の
現
象
学
的
構
造
（
４
）

―
生
の
現
実
と
記
号
の
架
空
と
の
二
重
性
が
な
い 

 

八 

夢
世
界
の
現
象
学
的
構
造
：
総
論
ま
と
め 

九 

現
実
世
界
の
＜
自
己
―
他
者
＞
構
造 

一
〇 

夢
世
界
の
＜
自
己
―
他
者
＞
構
造 

読
書
案
内 

あ
と
が
き

ー
バ
ベ
ル
の
図
書
館
よ
り 



 
1 

あ
と
が
き
―
―
バ
ベ
ル
の
図
書
館
よ
り 

 
 

広
場
の
ざ
わ
め
き
を
背
後
に
残
し
て
図
書
館
に
入
っ
て
ゆ
く
。 

 
 

こ
れ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
詩
人
、
ホ
ル
ヘ
・
ル
イ
ス
・
ボ
ル
ヘ
ス
の
代
表
作
『
創
造
者
』（
鼓

直
訳
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
詩
句
だ
。
私
は
、
か
ね
が
ね
、「
図

書
館
」
を
、「
夢
」
に
そ
っ
く
り
置
き
換
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
夜
ご
と
、

昼
間
の
喧
騒
に
背
を
向
け
て
、
夢
と
い
う
バ
ベ
ル
の
図
書
館
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
本
を
読
む
の

で
あ
る
。 

 

ち
な
み
に
バ
ベ
ル
の
図
書
館
と
は
、
こ
れ
ま
た
ボ
ル
ヘ
ス
の
短
編
に
あ
る
話
で
、
論
理
的
に
可

能
な
あ
ら
ゆ
る
文
字
列
の
組
み
合
せ
か
ら
成
る
書
物
が
収
蔵
さ
れ
た
、
無
限
に
書
棚
を
つ
ら
ね
た

図
書
館
だ
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
、
論
理
的
に
可
能
な
ど
ん
な
書
物
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
あ
る
。 

 

夢
の
世
界
も
ま
た
、
バ
ベ
ル
の
図
書
館
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
論
理
的
に
可
能
な
ど
ん

な
こ
と
で
も
実
現
し
う
る
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
夢
の
論
理
と
現
実
の
論
理
は
ま
っ
た
く
違
う
。
ま

っ
た
く
ち
が
う
か
ら
こ
そ
、
人
類
は
、
夢
の
世
界
に
重
大
な
謎
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
予
感
し
、

文
明
発
祥
い
ら
い
、
謎
を
解
く
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
論
を
編
み
出
し
て
来
た
の
だ
っ
た
。
本

書
の
副
題
を
「
夢
科
学
、
、
四
千
年
の
答
え
」
と
し
た
の
も
、
そ
れ
ら
方
法
論
的
な
探
究
が
、
科
学
の

ひ
と
つ
の
源
泉
に
な
っ
た
と
考
え
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

夢
の
探
究
は
、
夢
の
探
究
だ
け
に
終
始
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
必
然
的
に
、
人
間
の
知
性

の
限
界
を
き
わ
め
よ
う
と
い
う
企
て
と
も
な
る
。
こ
れ
ま
で
に
編
み
出
さ
れ
、
開
拓
さ
れ
て
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
論
的
工
夫
と
領
域
と
を
、
総
動
員
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
ら
だ
。 

 

古
く
は
紀
元
前
四
千
世
紀
ま
で
そ
の
原
型
を
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
、
解
釈
学
的
方
法
。
こ
れ

は
、
フ
ロ
イ
ト
、
ユ
ン
グ
に
よ
っ
て
精
緻
化
さ
れ
集
大
成
さ
れ
た
（
１
章
、
２
章
）。
レ
ム
睡
眠

の
発
見
で
、
一
躍
、
夢
研
究
の
主
役
に
躍
り
出
た
、
認
知
神
経
科
学
的
方
法
。
そ
の
先
端
は
す
で

に
分
子
生
物
学
の
領
域
に
達
し
つ
つ
あ
る
（
３
章
、
５~

７
章
）。
ま
た
、
レ
ム
睡
眠
の
発
見
と

ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
に
始
ま
っ
た
夢
の
統
計
学
的
研
究
は
（
第
４
章
）、
目
立
た
な
い
が
地
道
に
デ
ー

タ
を
積
み
重
ね
て
、
夢
の
進
化
理
論
の
基
礎
を
提
供
し
て
い
る
（
第
８
章
）。
さ
ら
に
第
９
章
で

は
、
明
晰
夢
を
文
化
進
化
の
面
か
ら
考
察
し
た
。 

 

そ
し
て
、
終
章
と
し
て
、
夢
の
現
象
学
を
置
い
た
。
こ
れ
は
、
夢
を
夢
で
な
い
も
の
に
よ
っ
て

説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
現
象
世
界
と
対
等
な
ひ
と
つ
の
世
界
と
し
て
夢
世
界
を
あ
り
の
ま
ま
に

理
解
す
る
こ
と
で
、
そ
の
固
有
の
法
則
を
探
求
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
夢
の

現
象
学
は
本
格
的
に
は
始
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
本
書
が
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
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る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
夢
科
学
は
、
文
理
に
ま
た
が
る
総
合
科
学
な
の
で
あ
る
。
化
学
同
人
編
集
部
の

津
留
貴
彰
さ
ん
か
ら
お
誘
い
を
受
け
た
と
き
、
ま
っ
先
に
考
え
た
の
は
、
総
合
科
学
と
し
て
の
夢

科
学
の
全
体
像
を
、
歴
史
的
に
描
き
出
す
と
い
う
プ
ラ
ン
だ
っ
た
。
そ
ん
な
だ
い
そ
れ
た
こ
と
が

自
分
に
で
き
る
か
な
、
と
い
う
不
安
は
常
に
あ
り
、
事
実
、
予
定
以
上
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
出
来
あ
が
っ
て
み
る
と
、
自
分
で
い
う
の
は
い
さ
さ
か
気
が
引
け
る
が
、
日
本
で
は
類

書
の
な
い
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、
本
書
の
読
み
方
で
あ
る
が
、

著
者
と
し
て
は
順
を
追
っ
て
読
ん
で
欲
し
い
が
、
各
章
は
あ
る
程
度
独
立
し
て
い
る
の
で
、
ど
こ

か
ら
読
み
始
め
て
も
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

私
の
夢
研
究
の
出
発
は
、
最
初
の
赴
任
先
で
あ
っ
た
高
知
大
学
人
文
学
部
で
、
三
人
の
学
生
と

共
に
、
ホ
ー
ル
の
始
め
た
夢
の
内
容
分
析
を
手
が
け
た
こ
と
に
あ
る
（
学
会
で
発
表
し
た
が
す
こ

ぶ
る
不
評
だ
っ
た
こ
と
は
、
第
４
章
で
も
書
い
た
通
り
だ
）。 

そ
の
後
、
東
邦
大
学
理
学
部
に
移
っ
て
か
ら
は
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
睡
眠
実
験
室
を
営
む
こ
と

が
で
き
て
、
明
晰
夢
の
実
験
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
こ
の
間
、
教
養
科
心
理
学
教
室
に
毎
年
の
よ
う

に
卒
業
研
究
を
取
り
に
き
て
く
れ
て
、
と
も
に
実
験
に
当
た
っ
た
、
理
学
部
学
生
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
た
い
。
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
は
、
教
養
科
か
ら
、
理
学
部
に
新
設
さ
れ
た
生
命
圏
環
境
科
学

科
に
移
籍
し
て
、
睡
眠
実
験
室
も
環
境
心
理
学
実
験
室
に
衣
替
え
し
た
。
新
設
学
科
の
多
忙
さ
も

あ
っ
て
明
晰
夢
研
究
も
開
店
休
業
状
態
と
な
っ
た
が
、
そ
の
代
り
、
ブ
ロ
グ
を
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な

実
験
室
と
し
て
夢
の
現
象
学
を
始
め
た
こ
と
は
、
終
章
に
書
い
た
通
り
だ
。 

夏
目
漱
石
や
正
岡
子
規
と
も
親
交
の
あ
っ
た
明
治
の
博
物
学
者
、
南
方
熊
楠
は
、「
小
生
は
多

年
間
夢
の
こ
と
を
研
究
す
。
銭
も
な
に
も
い
ら
ぬ
研
究
ゆ
え
面
白
し
。」（
渋
沢
龍
彦
『
夢
の
か
た

ち
』）
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
が
、
夢
見
る
能
力
さ
え
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
で
き
る
研
究
も
あ

れ
ば
、
本
書
の
第
６
章
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
最
新
の
脳
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
を
使
っ

た
研
究
も
あ
る
と
い
う
具
合
で
、
夢
科
学
は
多
様
多
彩
な
研
究
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
あ
る
。

本
書
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
々
に
読
ま
れ
て
、
夢
と
い
う
「
第
二
の
人
生
」（
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
）

へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。（
中
略
） 

 

二
〇
一
〇
年 

四
月 

 
 

渡
辺 

恒
夫    http://hom

epage1.nifty.com
/t-w

atanabe/ 
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